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1.5

船
舶
は
、
第
五
規
則
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
有
害
物
質
の
目
録
を
完
成
さ
せ
る
。

1.6

船
舶
は
、
再
資
源
化
に
係
る
活
動
に
先
立
ち
、
当
該
船
舶
が
再
資
源
化
の
準
備
を
完
了
し
た
こ
と
に
つ
き
、
主

管
庁
又
は
主
管
庁
か
ら
認
定
さ
れ
た
団
体
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
九
規
則

船
舶
の
再
資
源
化
計
画

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
に
先
立
ち
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、
船
舶
ご
と
の
船

舶
の
再
資
源
化
計
画
を
作
成
す
る
。
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
に
つ
い
て
は
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

1.1

船
舶
所
有
者
が
提
供
す
る
情
報
を
考
慮
し
て
作
成
す
る
こ
と
。

1.2

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
許
可
を
与
え
た
締
約
国
が
受
理
す
る
言
語
で
作
成
す
る
こ
と
。
使
用
さ
れ
る
言
語
が

英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
又
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
な
い
場
合
に
は
、
主
管
庁
が
不
要
と
認
め
る
と
き
を
除
く
ほ
か
、
こ
れ

ら
の
言
語
の
い
ず
れ
か
に
翻
訳
す
る
。

1.3

特
に
、
立
入
り
安
全
区
域
及
び
熱
間
作
業
安
全
区
域
の
条
件
の
設
定
、
維
持
及
び
監
視
並
び
に
物
質
（
有
害
物

質
の
目
録
に
明
示
す
る
物
質
を
含
む
。）の
種
類
及
び
量
の
管
理
方
法
に
関
す
る
情
報
を
含
め
る
こ
と
。

1.4

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
許
可
を
与
え
た
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
、
第
十
六
条
６
の
規
定
に
従
っ
て
寄
託
さ

れ
た
宣
言
に
従
い
、
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
。
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
第
二
十
四
規
則
の
規
定

に
従
っ
て
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
を
受
領
し
た
後
三
作
業
日
以
内
に
、
書
面
に
よ
る
受
領
の
確
認
を
船
舶
の
再
資

源
化
施
設
、
船
舶
所
有
者
及
び
主
管
庁
に
送
付
す
る
。
そ
の
後
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

1.4.1

締
約
国
に
お
い
て
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
の
明
示
の
承
認
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、権
限
の
あ
る
当
局
は
、

船
舶
の
再
資
源
化
計
画
を
承
認
し
、
又
は
否
認
す
る
旨
の
決
定
に
つ
い
て
、
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
、
船
舶
所

有
者
及
び
主
管
庁
に
対
し
て
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
。

1.4.2

締
約
国
に
お
い
て
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
の
黙
示
の
承
認
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
計

画
の
受
領
の
確
認
に
お
い
て
、
十
四
日
間
の
検
討
期
間
の
終
了
日
を
明
示
す
る
。
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
船
舶

の
再
資
源
化
計
画
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
十
四
日
間
の
検
討
期
間
内
に
、
船
舶
の
再
資
源
化

施
設
、
船
舶
所
有
者
及
び
主
管
庁
に
対
し
て
当
該
異
議
を
書
面
に
よ
り
通
告
す
る
。
こ
の
書
面
に
よ
る
異
議
の

通
告
が
な
い
場
合
に
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
は
、
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

1.5

1.4
の
規
定
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
た
後
、
主
管
庁
又
は
主
管
庁
か
ら
指
名
さ
れ
た
検
査
員
若
し
く
は
認
定
さ
れ
た

団
体
に
よ
る
検
査
の
際
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

1.6

二
以
上
の
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、使
用
さ
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
を
特
定
し
、

並
び
に
許
可
を
与
え
ら
れ
た
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
ご
と
の
再
資
源
化
に
係
る
活
動
及
び
そ
の
順
序
に
つ
い
て
明

示
す
る
こ
と
。

Ｃ
部

検
査
及
び
証
明

第
十
規
則

検
査

１

こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
は
、
次
に
定
め
る
検
査
を
受
け
る
。

1.1

船
舶
の
就
航
前
又
は
有
害
物
質
の
目
録
に
関
す
る
国
際
証
書
が
発
給
さ
れ
る
前
に
行
う
最
初
の
検
査
。
こ
の
最

初
の
検
査
は
、
第
五
規
則
の
規
定
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
有
害
物
質
の
目
録
第
一
部
が
こ
の
条
約
の
要
件
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

1.2

主
管
庁
の
定
め
る
五
年
を
超
え
な
い
間
隔
で
行
う
更
新
検
査
。
こ
の
更
新
検
査
は
、
第
五
規
則
の
規
定
に
よ
り

要
求
さ
れ
る
有
害
物
質
の
目
録
第
一
部
が
こ
の
条
約
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

1.3

構
造
、
設
備
、
装
置
、
取
付
物
、
配
置
及
び
材
料
の
変
更
、
交
換
又
は
重
大
な
修
繕
が
行
わ
れ
た
後
、
船
舶
所

有
者
の
要
請
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
追
加
検
査
（
状
況
に
応
じ
、全
般
的
又
は
部
分
的
な
も
の
と
す
る
。）。

こ
の
追
加
検
査
は
、
当
該
変
更
、
交
換
又
は
重
大
な
修
繕
が
、
船
舶
が
こ
の
条
約
の
要
件
に
引
き
続
き
適
合
す
る

よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
及
び
有
害
物
質
の
目
録
第
一
部
が
必
要
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
も

の
と
す
る
。

1.4

船
舶
の
再
資
源
化
が
開
始
さ
れ
る
前
に
船
舶
の
退
役
に
先
立
っ
て
行
う
最
終
検
査
。
こ
の
最
終
検
査
は
、
次
の

事
項
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

1.4.1

第
五
規
則
４
に
定
め
る
有
害
物
質
の
目
録
が
こ
の
条
約
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
確
認
す
る
。

1.4.2

第
九
規
則
に
定
め
る
船
舶
の
再
資
源
化
計
画
が
、
第
五
規
則
４
に
定
め
る
有
害
物
質
の
目
録
に
含
ま
れ
る
情

報
を
適
切
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
立
入
り
安
全
区
域
及
び
熱
間
作
業
安
全
区
域
の
条
件
の
設
定
、
維
持

及
び
監
視
に
関
す
る
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
。

1.4.3

船
舶
を
再
資
源
化
す
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
が
こ
の
条
約
に
従
っ
て
有
効
な
許
可
証
を
備
え
て
い
る
こ

と
。

２

こ
の
条
約
の
実
施
を
目
的
と
す
る
船
舶
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
主
管
庁
の
職
員
が
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考

慮
し
て
行
う
。
も
っ
と
も
、
主
管
庁
は
、
自
己
の
指
名
す
る
検
査
員
又
は
自
己
の
認
定
す
る
団
体
に
当
該
検
査
を
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

２
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
行
う
検
査
員
を
指
名
し
、
又
は
検
査
を
行
う
団
体
を
認
定
す
る
主
管
庁
は
、
こ
れ
ら
の

検
査
員
又
は
団
体
に
対
し
、
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
を
行
う
権
限
を
与
え
る
。

3.1

当
該
検
査
員
又
は
団
体
が
検
査
を
行
う
船
舶
に
対
し
、こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
。

3.2

締
約
国
で
あ
る
寄
港
国
の
適
当
な
当
局
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
検
査
及
び
監
督
を
行
う
こ
と
。

４

主
管
庁
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、検
査
の
完
全
性
及
び
実
効
性
の
確
保
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
も
の
と
し
、

こ
の
義
務
の
履
行
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
。

５

最
初
の
検
査
及
び
更
新
検
査
は
、
機
関
の
他
の
適
用
可
能
な
法
的
文
書
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
検
査
と
調
和
の
と

れ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
十
一
規
則

証
書
の
発
給
及
び
裏
書

１

主
管
庁
又
は
主
管
庁
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
若
し
く
は
団
体
は
、
第
十
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
行
う
最
初
の

検
査
又
は
更
新
検
査
の
完
了
後
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、
同
規
則
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
（
最

初
の
検
査
及
び
最
終
検
査
の
双
方
が
同
時
に
行
わ
れ
る
現
存
船
を
除
く
。）に
対
し
、
有
害
物
質
の
目
録
に
関
す
る
国

際
証
書
を
発
給
す
る
。

２

主
管
庁
又
は
主
管
庁
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
若
し
く
は
団
体
は
、
第
十
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
行
う
追
加
検

査
の
完
了
後
、
船
舶
所
有
者
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
１
の
規
定
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
た
有
害
物
質
の
目
録
に
関
す

る
国
際
証
書
に
裏
書
を
す
る
。

３

更
新
検
査
が
既
存
の
証
書
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
前
三
箇
月
以
内
に
完
了
す
る
場
合
に
は
、
第
十
規
則
1.2
及
び

第
十
四
規
則
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
証
書
は
、
当
該
更
新
検
査
の
完
了
の
日
か
ら
、
当
該
満
了
の
日
か

ら
五
年
を
超
え
な
い
日
ま
で
の
期
間
効
力
を
有
す
る
。

４

更
新
検
査
が
既
存
の
証
書
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
の
後
に
完
了
す
る
場
合
に
は
、
新
た
な
証
書
は
、
当
該
更
新

検
査
の
完
了
の
日
か
ら
、
当
該
満
了
の
日
か
ら
五
年
を
超
え
な
い
日
ま
で
の
期
間
効
力
を
有
す
る
。
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